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3.関連文献の調査
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図書館が
お手伝い！

文献の収集が論文作成のカギ

文献収集の時間を短縮することで５と６に時間をかけましょう

レポート・論文作成のプロセス



1. テーマについての「問」が立てられている

2. 「答（主張）」が示されている

3. 客観的に書かれている・根拠が示されている

4. 一定の順に沿って書かれている

「序論」→「本論」→「結論」+「引用・参考文献」

5. 表現が分かりやすくシンプル

レポート作成の基本的な一例

詳しくはレポートの書き方の図書などを参考にしてください。
書き方に規定がある場合もあります。担当の先生の指示に従ってください。

レポート・論文作成の基本事項



レポート論文（論述）の基本の形

探した資料や情報が
レポート・論文の主張や根拠になる

どんな資料や情報が必要か、考えながら探す

主張 根拠



速 遅

高低

速報性

信頼性

インターネット
速報性は高いが、
後日新しい事実が出て
きたり簡単に編集でき、
信頼性は低い

図書・辞典
長い時間をかけて
編集されるため、
信頼性が高いが
速報性は低い

目的に応じた資料（情報源）の活用

インターネット 新聞 雑誌 図書、辞典

情報源



インターネット 新聞 雑誌 図書、辞典

情報源

何を調べたいか考え、目的にあった資料を選ぶ

速報性
重大事件

過去の世相など

速報性
トレンド

先端的な内容
研究成果

一連のテーマ
体系的

速報性が高い
手がかりがない

目的に応じた資料（情報源）の活用



ツール(資料を効率的に探す道具)を利用する

OPAC（蔵書検索）

抄録・索引誌

データベース

図書・雑誌論文・新聞記事・統計データを探す

ツールの活用



すべての資料を網羅的に探せるツールはない

知りたい内容・目的にあったツールを選ぶ

図書 雑誌論文 新聞記事 統計データ

・蔵書検索
（OPAC)

・抄録・索引誌
・図書・所蔵情報
データベース

（CiNii Booksなど）

・雑誌記事索引
・雑誌記事
データベース

（CiNii Research

など）

・縮刷版
・切抜き速報
（雑誌）

・新聞記事
データベース

（朝日新聞クロス

サーチなど）

・各種統計資料
・政府統計
データベース
（e-Stat など）

ツールの種類



資料は徹底して、網羅的に集める

↓

情報の整理・取捨選択

100の資料を集めて、10だけを使って書くくらいが良い

集めるだけでなく、情報の整理・取捨選択が
論文の筋を立てることにもつながる

資料の収集



レポート・論文作成のプロセス

1.テーマの選択

2.基本情報を調べる

3.関連文献の調査

4.文献の入手

5.文献の読解と整理

6.執筆

例）
レポート課題が出される
卒論の課題を決めるなど



暖冬 洪水

冷夏

干ばつ
エルニーニョ

砂漠化

竜巻

モンスーン気候

砂漠地帯

アメリカ

都市型

ドナウ沿岸

台風
梅雨前線

局地的

東海地方

異常気象

テーマの選択

課題：
地球温暖化による異常気象



暖冬 洪水

冷夏

干ばつ
エルニーニョ

砂漠化

竜巻

モンスーン気候

砂漠地帯

アメリカ

都市型

ドナウ沿岸

台風
梅雨前線

局地的

東海地方

テーマ①：地球温暖化による集中豪雨 集中豪雨

異常気象

テーマの具体化

テーマの選択

課題：
地球温暖化による異常気象



暖冬 洪水

冷夏

干ばつ
エルニーニョ

砂漠化

竜巻

モンスーン気候

砂漠地帯

アメリカ

都市型

ドナウ沿岸

台風
梅雨前線

局地的

東海地方

テーマ①：地球温暖化による集中豪雨

テーマ②：地球温暖化による日本の集中豪雨

課題：
地球温暖化による異常気象

集中豪雨

日本

異常気象

どんな資料を集めればよいかわかってくる

テーマの具体化

テーマの選択



レポート・論文作成のプロセス

1.テーマの選択

2.基本情報を調べる

3.関連文献の調査

4.文献の入手

5.文献の読解と整理

6.執筆

➢テーマの下調べ
➢基本情報の入手



基本情報 ＝ 学術的な用語の意味・人物名、
そのテーマの一般的な知識

・類義語、関連語、関連した内容などが分かる
・テーマとなるキーワードのみで探すより
応用がきく

講義の教科書・レジュメ、百科事典、専門分野の事典、

入門書、○○ハンドブックなどから得られる

テーマの下調べ



種類 用途 例

百科事典 調べ物をする場合に見る。
ただし、新しい情報には弱
い場合あり

『ブリタニカ国際大百科事典』
『障害百科事典』
『看護･介護･福祉の百科事典』

時事用語事典 最近登場した用語を調べる 『現代用語の基礎知識』

人名事典 人物についての情報を調べ
る

『最新世界スポーツ人名事典』

専門用語辞典 各分野の専門用語を調べる 『保育用語辞典』
『ケアマネジャー用語辞典』
『臨床心理学用語事典』

参照：白井利明,高橋一郎『よくわかる卒論の書き方』ミネルヴァ書房,2008

参考図書の活用



基本情報の入手方法

▶事典など参考図書、入門書などの図書を確認
▶OPACで、キーワード等で検索する



レポート・論文作成のプロセス

1.テーマの選択

2.基本情報を調べる

3.関連文献の調査

4.文献の入手

5.文献の読解と整理

6.執筆

➢図書の入手
➢図書の活用
➢引用・参考文献をたどる



◆ 図書購入希望（本学の蔵書にふさわしいか資料の検討あり）

◆ 公共図書館・他大学図書館の所蔵を調べ、直接来館する

◆ 相互協力を利用して他大学から、図書の貸借を利用（有料）

目的の図書がなかった場合

基本情報で得たキーワードで本学の所蔵を調べる

図書の入手

図書の入手



図書資料には、表紙、目次、
まえがき、あとがき、奥付など、
本文の他にも役立つ情報が
載っています。

巻末の索引、引用・参考文献、付録

載っている図書・論文から関連文献を探せる

図書の活用



レポート・論文作成のプロセス

1.テーマの選択

2.基本情報を調べる

3.関連文献の調査

4.文献の入手

5.文献の読解と整理

6.執筆

➢雑誌論文の調査・入手



データベース名 概要 アクセス

CiNii Research
国内学協会誌・研究紀要・雑誌記
事索引、博士論文等の検索

学内・学外

国立国会図書館サーチ
（NDL Search）

国立国会図書館をはじめ、様々な
コンテンツを統合的に検索

学内・学外

MAGAZINEPLUS 
マガジンプラス

国内最大級の雑誌・論文情報検索
データベース

学内

医中誌Web
『医学中央雑誌』（1983～）医・
歯・薬学分野の検索

学内

EBSCO Discovery 
Servlce

(論文ディスカバリー)

図書館内外の学術的な情報資源を
一括検索

学内

論文情報の検索ツール =論文自体は見られない

雑誌論文を探すツール



タイトル・著者名などキーワードを入力

図書館HP検索画面

別ウィンドウで、
検索結果が表示されます
（外部サイトのため）

CiNii Articles検索画面

論文の検索方法（CiNii論文）



検索結果を確認

検索結果を確認し、
件数が少ない場合、
思っていた内容の
論文がない場合は
再検索

検索キーワードによっては
結果が0件の時もあります。
その場合は、
検索キーワードを変更



AND検索

OR検索

NOT検索

教育 福祉 検索

教育 OR 福祉 検索

教育 NOT 福祉 検索

双方の語句を含む

双方のいずれかの語句を含む

ＮＯＴの後に入力したキーワードは含まない

検索のコツ



子供 ⇒ 子ども、児童、幼児、乳児、青少年・・

日本 国内 全国

中部 東海地方

愛知県

範囲を
変える

言葉を変える

美浜町 ⇔ 愛知県 ⇔ 東海地方 ⇔ 日本

ことばを置きかえる、概念をかえる



⇒ スポーツ 福祉

⇒ スポーツ 福祉 生理学

⇒ スポーツ 生理学

スポーツ 検索福祉 生理学

基本情報を調べる段階で基本用語・関連用語・類義語などを
しっかり調べておくと検索の幅が広がる

スポーツ

ことばの組み合わせをかえる



論題名をクリック

CiNii論文詳細画面

論文情報の確認



①論文名・②著者名

③論文掲載雑誌名・④巻(号)・⑤ページ・⑥刊行年
⑦出版社

本学OPACリンク他

CiNii論文詳細画面

論文提供元へのリンク

①～⑦は、引用や参考文献として
レポート・論文に記載する項目



CiNii論文詳細画面

論文提供元へのリンク



本学OPACへのリンクで
所蔵を確認

本学OPAC雑誌詳細画面へ

CiNii論文詳細画面

本学所蔵の確認

その場で論文が読めない場合



他大学文献複写依頼のリンクから
文献複写依頼ができます

（論文の複写物を取寄せるサービス）

※有料、申込後取消不可

本文がCiNiiで閲覧できる論文、
美浜本館・半田分館・東海分館・名古屋分館のいずれかに所蔵している資料の

申し込みはwebからは受け付けていません

本学に所蔵がない場合



海外のデータベース（EBSCOhost）

 CINAHL, MEDLINE, SocINDEX, PsycINFO, EconLit

海外のデータベース

 Science Direct, Cochrane library, PAIN, OECD iLibrary,

NBER他

国内のデータベース

 NDL-OPAC, CiNii Research,  メディカルオンライン,

J-STAGE, 日経BP記事検索サービス 他

和洋問わず、論文、学術情報、図書、新聞記事など、
電子媒体・紙媒体、有料・無料を問わず検索できます

論文ディスカバリーで検索できる資料



学内外情報検索タブを
クリック

図書館で契約しているいくつかの
データベースを網羅的に検索し、論文
本文へのアクセスも容易になりますが

検索結果量は膨大になります

論文の検索方法（論文ディスカバリー）



詳細検索または和文献の
ディスカバリーから検索を

開始します

論文の検索方法（論文ディスカバリー）



キーワードを入力し検索します

論文の検索方法（論文ディスカバリー）

全文のある文献に限定す
るなど検索条件を限定し

て検索できます



日本語検索結果

他言語検索結果

英語、ドイツ語、フランス語、韓国語、中国語などでも検索が可能



検索結果の絞り込み



年、出版物タイプ、主題、出版物名、出版社、
提供リソース一覧(医中誌、CiNii) など
色々な条件で絞りこむことが可能

提供リソース一覧から、
CiNiiのみの検索結果を表示させることも可能

限定条件で「全文」にチェックすると、
本文が閲覧できる文献のみ検索できる

検索結果の絞り込み



学外から検索した場合、
学内専用データベースなどの全文情報は検索結果と
して表示されません
⇒学内、またはリモートアクセスサービスをご利用ください

OPACや新聞記事DBなど一部データベースは
検索対象外です

同時アクセス数に制限があるデータベースでは、
タイミングによって本文へアクセスできないことが
あります

注意点



OPACから「雑誌名」で検索をしてみる
リンクが繋がっていない場合もあるので、再度OPAC検索をして確認

所蔵がない場合、他大学へ論文の複写物を取寄せることができます

マイライブラリから必要事項を入力
して文献複写を依頼

文献複写依頼申込書を記入し、
カウンターで申し込み

または、

本学に所蔵がない論文を入手したい



図書館ホームページから
マイライブラリに入れます

マイライブラリの利用方法



マイライブラリの利用方法

利用が終わったら
ログアウトしてください



医中誌、CiNiiは、それぞれのデータ
ベースから、論文情報を流用して
文献複写を申し込むことができます



文献複写依頼申込書で申し込み
有料となります
見開き1枚につき10円

◆直接来館する

◆文献転送を申し込み、論文のコピーを取寄せる

本学他館所蔵の論文を入手したい場合



レポート・論文作成のプロセス

1.テーマの選択

2.基本情報を調べる

3.関連文献の調査

4.文献の入手

5.文献の読解と整理

6.執筆

➢新聞記事の調査・入手



原紙、縮刷版、

オンラインデーターベース
から探す

新聞記事の調査・入手

見たい記事が決まっている

「2010年○月△日の

中日新聞朝刊1面の記事」



見たい記事が決まっている

「2010年○月△日の

中日新聞朝刊1面の記事」

原紙、縮刷版、

オンラインデーターベース
から探す

見たい記事が決まっていない

「待機児童」について書かれた

新聞記事をさがしているなど

オンラインデーターベース
から探す

新聞記事の調査・入手



新聞記事データベース

テーマについてそれぞれ検索できる
⇒発行元によって検索結果が異なる場合あり

記事の内容に賛成、反対の立場など



レポート・論文作成のプロセス

1.テーマの選択

2.基本情報を調べる

3.関連文献の調査

4.文献の入手

5.文献の読解と整理

6.執筆

➢統計資料の調査・入手



➢統計資料の特徴

公的機関が発行する資料

＝官報・白書・議会資料・法令・統計など

種類・分野が多岐にわたり信頼性が高い

電子化の推進によりウェブサイトで入手できる場合も多い

統計資料の調査・入手



各統計データへ
のアクセス

統計データの一覧

Webで統計資料を探す（総務省統計局）



Webで統計資料を探す（e-Stat)



ここからデータを
確認



Webで白書・年次報告書を探す（e-Gov)





冊子体から探す

白書・統計をまとめた図書からさがすと効果的

キーワードの選択によっては
Webからさがせない場合も多い

冊子体から統計資料を探す



索引、ガイドブック

『統計情報
インデックス』
<書誌・蔵目>

350.3/To29/‘08

『統計ガイド
ブック』

350.3/Ki46/‘98

二次統計書

『白書の白書』
<統計>

351/Ki37/‘12

『日本子ども
資料年鑑』
<統計>

371.45/N77/‘13

白書・統計をまとめた図書



レポート・論文作成のプロセス

1.テーマの選択

2.基本情報を調べる

3.関連文献の調査

4.文献の入手

5.文献の読解と整理

6.執筆
➢入手した文献の利用



複数の資料で確認

信頼できる出版社、サイト

発信元の傾向 →著者の専門分野の内容かどうか

出版年 →法律の変更、新しい発見

インターネットの情報は、
容易に書き換え・削除が可能なため利用には注意

図書や論文などの文献、インターネットで得られた情報は、

信頼性を意識する

情報の信頼性



利用する際には、著作権を侵害しないよう注意

情報源の情報 ＝ 他の方の著作物

情報の利用 著作権

インターネット 新聞 雑誌 図書、辞典

情報源



引用・参考文献の書き方例

図書 =著者名、書名、出版社、発行年

雑誌 =著者名、論文名、掲載雑誌名、巻号、ページ

新聞 =記事名、掲載新聞名、発行年月日、面

インターネット

＝著者名、発行年、タイトル、URL、アクセス年月日

…等々

引用の範囲と参考文献をきちんと示す

詳しくは、レポート・論文の書き方の本を参照また、担当教員の指定に従う
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